
JULY 2016 市政 48

　

平
成
28
年
４
月
14
日
、
16
日
の
２
度
に
わ
た
り
、

熊
本
県
益
城
町
は
震
度
７
の
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
私
は
益
城
町
で
、
延
べ
12
日
間
、
主
に
避
難

所
支
援
チ
ー
ム
で
避
難
所
や
福
祉
避
難
所
の
運
営
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ
う
な
場
を
与
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

発
災
後
の
４
フ
ェ
ー
ズ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
研
究
成
果
で
あ
る
「
復

興
の
教
科
書
」＊1 

に
よ
れ
ば
、「
応
急
対
応
期
」は
以

下
の
３
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
に「
復
旧
・
復
興
期
」を

加
え
て
４
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
類
さ
れ
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
0【
失
見
当
期
】（
災
害
発
生
〜
10
時
間
）

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、
突
然
の
出
来
事
に
誰
も
が

自
分
の
周
囲
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
客
観
的

に
判
断
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
態
に
陥
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
１【
被
災
地
社
会
の
成
立
期
】（
10
〜

１
０
０
時
間
）

　

安
否
確
認
や
救
助
、
避
難
行
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
う
ち
に
、
徐
々
に
客
観
性
を
取
り
戻
し
て
い
く
。
周

囲
の
人
々
と
も
情
報
交
換
を
重
ね
、
非
常
事
態
に
な
っ

た
こ
と
を
理
解
し
、
当
分
の
間
不
自
由
な
生
活
が
続

く
こ
と
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
被
災
地

独
自
の
秩
序
が
構
築
さ
れ
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
２【
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
期
】（
１
０
０
〜

１
０
０
０
時
間
）

　

災
害
発
生
か
ら
数
日
が
経
っ
た
こ
ろ
に
な
る
と
、

被
災
者
同
士
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
日
々
を
乗
り
越

え
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
入
る
。
年
齢
・
性
別
・
肩

書
き
の
区
別
な
く
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
善
意
に
満
ち

た
状
態
は「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
期
」と
呼
ば
れ
、
発
災

数
日
後
か
ら
１
～
２
カ
月
程
度
（
１
０
０
〜

１
０
０
０
時
間
）続
く
と
さ
れ
て
い
る
。

■
フ
ェ
ー
ズ
３【
復
旧
・
復
興
期
】（
１
０
０
０
時
間
〜
）

　

災
害
発
生
か
ら
数
カ
月
が
経
つ
と
、
家
屋
の
被
害

程
度
が
軽
少
の
被
災
者
か
ら
自
宅
に
戻
り
始
め
、
仮

設
住
宅
の
建
設
も
進
む
た
め
、「
協
働
生
活
」か
ら「
個

人
生
活
」
へ
と
戻
っ
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
と
な
る
。
あ

る
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
状
態
か
ら
脱
し
て
、
被
災
地
に

日
常
性
が
戻
り
、
復
興
に
向
け
た
長
い
活
動
が
本
格

化
す
る
時
期
を
指
す
。

　

本
誌
が
発
行
さ
れ
る
７
月
段
階
で
は
、
災
害
ユ
ー

ト
ピ
ア
期
か
ら
復
旧
・
復
興
期
へ
の
移
行
が
徐
々
に

進
む
時
期
で
あ
る
。
多
く
の
被
災
者
は
、
自
ら
の
生

活
と
と
も
に
避
難
所
や
地
域
全
体
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
期
を
逃
さ
ず
に
実

施
し
た
い
対
策
と
し
て
３
点
を
提
案
す
る
。

住
民
協
議
会
の
設
置
と
運
営

　

第
１
の
提
案
は
、
地
域
ご
と
に
住
民
協
議
会
を
設

置
、
運
営
す
る
こ
と
で
あ
る
。
住
民
協
議
会
の
場
で
、

住
民
が
地
域
の
復
興
へ
の
思
い
、
ニ
ー
ズ
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
復
興

計
画
、
復
興
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
や
す
く
な
る
。

　

そ
の
良
い
事
例
が
、
東
日
本
大
震
災
で
大
被
害
を

受
け
た
宮
城
県
東
松
島
市
（
人
口
約
４
万
人
）
で
あ

る
。
市
は
震
災
前
の
平
成
21
年
か
ら
、
市
内
を
８
つ

の
地
域
に
分
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
課
題
解
決

型
の
市
民
自
治
組
織
を
つ
く
り
、
地
域
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
震
災
時
に
は
、
こ

の
組
織
が
避
難
所
運
営
、
炊
き
出
し
、
行
方
不
明
者

の
確
認
調
査
等
に
力
を
発
揮
し
た
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
で
も
、
平
成
23
年
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
、
中
学
生
も
含
め
た
２
０
０
０
人
規
模
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
話
し
合
い
を
重
ね

た
。
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
含
め
た
多
数
の

熊
本
地
震
災
害
に
学
ぶ
（
１
）

災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
期
の
応
急
対
策跡
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意
見
が
ま
と
め
ら
れ
、
大
多
数
の
傾
向
を
拾
い
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
専
門
家
と
行
政
は
、
市
民
の
言

葉
を
紡
い
で
復
興
計
画
を
提
案
し
、
練
り
上
げ
て

い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
復
興
計
画
へ
の
住
民
の
賛
成

率
は
８
割
を
超
え
、
新
た
な
住
宅
に
入
居
し
た
人
の

満
足
率
は
９
割
を
超
え
て
い
る
。

医
療
、
保
健
、
介
護
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

　

第
２
に
、
生
活
不
活
発
病
に
な
り
や
す
い
高
齢
者

等
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

農
業
や
漁
業
に
従
事
し
た
り
、
地
域
の
中
で
役
割
を

担
っ
て
い
た
高
齢
者
等
が
、
避
難
生
活
が
長
く
な
る

に
つ
れ
、
支
援
慣
れ
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
た
。
き
つ

い
仕
事
を
辞
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
用
事
が
少
な
く

な
る
と
、
外
に
出
か
け
る
理
由
が
な
く
な
る
。
ま
た
、

介
護
予
防
や
健
康
診
断
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
で
、
自

立
度
が
下
が
る
人
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

生
き
甲
斐
を
持
て
な
く
な
る
高
齢
者
が
増
加
す
る

と
同
時
に
要
介
護
度
が
上
が
り
、
自
治
体
の
国
保
会

計
、
介
護
保
険
会
計
が
大
幅
に
増
加
し
、
財
政
を
圧

迫
し
て
い
く
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
い
段
階
か
ら
復
興
を

見
据
え
て
高
齢
者
等
の
支
援
策
を
充
実
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
保
健
師
や
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
の

増
員
な
ど
、
医
療
や
保
健
、
介
護
予
防
の
専
門
的
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
多
数
の
高
齢
者
等

見
守
り
相
談
員
を
任
用
す
る
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
見
守
り
、
声
か
け
、
茶
話
会
な
ど
非

制
度
的
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
応
援
の
充
実

　

第
３
に
、
早
期
に
町
役
場
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
自
治

体
か
ら
の
応
援
を
充
実
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
が
４

月
20
日
に
役
場
に
行
っ
た
と
き
は
、
職
員
の
方
々
は

本
当
に
疲
れ
て
い
る
と
感
じ
た
が
、
28
日
に
は
高
揚

感
が
あ
り
、
バ
リ
バ
リ
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
。

こ
れ
は
危
険
な
兆
候
だ
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
こ

の
時
期
が
過
ぎ
る
と
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く

な
り
、
倒
れ
る
職
員
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
残
さ
れ
た
職
員
の
仕
事
量
が
増
え
、

ま
た
倒
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に
見
舞
わ
れ
る
。

　

今
後
、
災
害
復
旧
・
復
興
業
務
が
増
大
す
る
と
同

時
に
、
通
常
業
務
も
積
み
残
し
た
分
を
含
め
て
膨
大

に
あ
る
。
全
国
自
治
体
の
関
心
が
高
い
と
き
に
、
職

員
の
長
期
派
遣
要
請
を
出
し
て
職
員
の
増
員
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
幹
部
職
員
の
相
談
相

手
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
自
治
体
で
活
躍
さ

れ
た
Ｏ
Ｂ
を
招
く
の
も
い
い
と
思
う
。
復
興
半
ば
で

あ
り
、
現
職
を
派
遣
す
る
の
は
厳
し
い
が
、
Ｏ
Ｂ
な

ら
派
遣
し
や
す
い
。
ま
た
、
長
期
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
て
、
復
興
を
専
任
で
考
え
る
参
謀
部
隊

を
、
町
職
員
と
国
、
県
、
経
験
あ
る
応
援
職
員
で
編

成
し
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
補
佐
さ
せ
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
。

＊
１ �「
文
部
科
学
省
委
託
研
究　

都
市
の
脆
弱
性
が
引
き
起
こ
す

激
甚
災
害
の
軽
減
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

サ
ブ
プ
ロ
③
都
市
災

害
に
お
け
る
災
害
対
応
能
力
の
向
上
方
策
に
関
す
る
調
査
・

研
究
」（
研
究
代
表 

林
春
男 

京
都
大
学
防
災
研
究
所 

教
授
）

に
よ
る
。http://fukko.org/about/
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